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プレスリリース奄
積極的に活覇 暑

効率的な広報活動か懃謳
■輿眠"を キーワー ドに消費者に続か

ら寝室ザフォームまで トータルで提案

しています。消費者との距議が近しヽこ

ともあり、多様化する眠りに関する鋼

スの認矢E度 向上を図ることが不可欠

で、それらの広報活動が経営課題でし

た。そこで、経営支援員さんにプレス

リリース原稿の作成支援のほか、議老

さんに直接説明できる場をセッティン

グいただいたことで、数多 くの新商

晶・サービスを各種新聞に掲載するこ

とができました。今後も、プレスリ

ツースを活燿 して効果的な広報活動に
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加工技術の発信で

簾工業帯は難しlF i横構を糞豊募て

も、多く織方 :撃 鶴警写もられな議れ

,お意味が轟争掌鸞ん。弊社が開発し

た・糸どヽ、母尊・
n・ 染織量産菫ti・ も舞華

で、認i婆 嚢魏上が継撻薫議義なつて

Ⅲまむたぅ尋菫を響ただきヽたこと

で、華費や業葬紙義導f可 菫も掲載撃

歳.た なか、経整支釜員さメ″券支蒙を

貴 :,て 警難壼で襲摯奏舞も墓震する

など、魏発した業亀猿二装鋳を全彗
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電 1=輩 移亀今講鐘度か翌まった

ことで.食露か基数多 く参撃:き 全

■・:欝談をいた麟籍るようすこな拳、

キ染幕だ:'(奪 く、そ驚.城 外の襲轟

難義寺愛寝まこ苺撃勢1っ てtヽ ます。

京商の支援メニュー奄
フル活用 1人材育成。

商品開発に大活躍

く、家薦 きメた人材が長続き

ちな事こともあ警草奉た。
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センターを紹介され、
.

手厚もヽサポートのもと

議il練 力リキュラムを作成。

社員が定澄 し、勤成金ももヽただきまし

た。また、罐薫ビジネス制違塾、ジ預

プ・カー ド蓄及推進フェアで構演する

機会をしヽただき、露轟度向上が聞れた

鐘か、理ラボレーシ菫ン先の耀介で、

菫材 と組織を使 った鷲外向けのパー

テーシ鶴ンの開発
'こ

も参鑢するこなが

できました。
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これまでま意体系的な社員教育がな

連携先を次々と
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